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東 北地方の樹木方言(第 1報)

佐藤正己*

Masami SATO Notes on the Local Names of Trees Collected in 

Tδhoku-District， Jatan (1)発発

緒
モ豆
百

我々が樹木む生育している現地から研究資料を得ょうとする場合に，正しい和名で呼

んだのでは，現地の人に通用しないととが屡k ある.その様完工場合には，どうしても方言

を用い友ければ目的を遣するととが出来たい.そとで筆者はかねて山形鯨の植物方言を調

査してきたが，これを基礎として漸弐に調査区域を東北地方全体に拡げ，更に日本全国に

まで及ぼし，植物方言辞典完成への寄与を念願して居るが，斯様完工大事業は到底短日月で

は完成し得るものではなν.ので，此処にその調査の一部を発表しとの方面に関心を有ナ
る諸賢の御批判と御協力を乞う次第である.

本論をまとめるためには， 実に多数の方kの御協力を得たが，その中でも特に多数の貴

重友資料を寄せられたのは，古家儀八郎(秋田)， 三春伊佐夫・若松多八郎・ 直橋信雄 (山

形l，池上義信 ・岩野俊逸 ・渡辺貞吉(新潟)，小林 勝(幅島)，浅野貞夫(千葉)の諸氏であ

る.文献調査に就いては，山形東高校の斎藤義七郎教官，並に東京本郷の木内書庖主人に

非常に御世話に主主った.また本稿をま とめるに当つては，国語学上の諸問題に就いて，山

形大学文理学部の喜多義勇 ・田島福重両教授より有主主な教示を得た.特に記して厚 く感謝

の意を表する.

(1) ミズキ (CornusconlTOV切・SClHEMSL.)の方言

ミズキは北海道・本州・ 四国 ・九州、lの山野に普通に産する樹種であり，材は白色で種 k

の細工物の原料として贋く剥用されるので，日本全国では相当数白方言がるる.

東北地方では旧正月に， ミヅキの枝に園子をつけて豊年を祈る風習があり，とれに起因

した方言，例えばグンゴ，グンゴギ，少ンゴヌキ，ダンゴノキ，グンゴボク等が東北地方・

に貫く通用し新潟懸の一部に及んでいる.た Yジド思議友ζとに，秋田鯨ではとの風習が一

般的に行われているにも拘らや，国子に関連した方言がなく p 全く5J1jの名で呼ばれている.

園子の代りに繭玉と云う米の粉をとねて繭の形に作ったものをミズキにさして， ;J、正月

(1月14，5日を中心とした正月)又は 2月初午に蚕紳に供えて蚕の安全を祈る習慣から，

繭玉の木と云う意味でマイダマノキ，マユタマノキ，メエグ、マノキ等の方言が，青森 ・岩

手 ・宮城・新潟 ・長野の諸牒下に通用している.

現在は殆んど通用しないナシナラシギと云う方言が山形鯨下にあるが，とれは梨の形を

した小さい餅玉をミズキにつけて豊年を願う風習からきたもので，現在でもとの飾Dをナ

シ又はナシナラシと呼んでいるが，主主らせる木の方に対してはミズキと云う正しい呼び名

が一般的になった.

*山形大学農学部応用植物学研究室(山形際鶴岡市新屋敷町J

** Contributions frOm the Laboratory of Applied Botany; Faculty of Agriculture， Yalllagata 
University. No.. 18 (Oct. 1952)・
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東北地方の樹木方言(第 l報)一一佐藤

子供の遊戯に起因する方言がよく見られる部，文化の程度が低く，貧しい東北の山村の

子供達は自然の草木を玩具として用いることが多く，との種の方言が少くない.何十日も

零の下に閉込められた東北地方の山里の子供達は，春の光の中に飛出して，赤い美しい木

肌の ミズキを見つけると，その鈎駄に曲った枝を折取って， 互に引掛けて引張り合うかぎ

引き相撲の遊びをする.との遊び、から生れたカギシパ，カギッコ，カグッコ，カグピキ，

カギンコノキ，スモートリノキ等の方言が，青森・秋田・長野・新潟の諸懸にある.

ミズキと云う和名がもともと水に縁のある名であるから不思議ではないが，方言にもミ

ズを語幹とし，とれに然るべき接頭語叉は接尾語を附したものが多い.アカ ミズ，カサミ

ズキ，カラカサミズキ，クルマミズキ， ミズカスP ミズクサ， ミズシ， ミズノキ， ミズフ

サの類で，その大部分が西日本に流通し，東北地方では稀である.

早春との木の肌が美aしい赤色を呈するととば日本全国で共通の現象で，アカイキ，アカ

キ，アカシパ，アカハシカ，アカミズ等の方言がとびとひかではあるが，岩手・長野・高知・

熊本と全国的に分布している.

ミズキの方言をさ関西以南陀特有のものはハシカを語幹とする語で，アカハシカ，クルマ

ハシカ，ハシカギ，'ミズノパシカ等が四国を主と し，近畿地方It.もある.

ミズキの材はじ材と辺材の区別なく白色で，轍密友均質であb，じかも軟かくて細工が
容易なのでろくろ挽I注油し，東北地方ではコケシ人形とか其の他の玩具や細工物にされる.

然しその材が白いととに着目 した方言は東北地方にはなく，シラキ又はシ ロキの名で高知

鯨下に流通しているだけである.

秋田廓仙北郡にミロクと云う方言があるが，とのミロクはf弗護士で云う弥勅の意で，山梨

鯨西八代郡では正月14日にミズキに餅花を飾り，部屋中が明るく怠ったよう友有様を [ミ

ロクの浮土むようだjと云う由である.また幅島懸伊達郡霊山村では， ミロクの世に飢箆

があって食うもりに困った時，たまたま山陀行くと山の木に園子がついていてそれを食べ

て飢箆を兎れたと云うので，正月14日年取bは園子の年取1)と呼び， 国子を飾りつけその
夜に年取りをすると云う.岩手懸紫波郡でも，との木に園子をつけたものをミロク&呼ぶ

そうでるるが，樹木方言としては見当ら友い.

ミズキの方言として筆者が全国から言己録し得たもむは女の通りである(府!孫名に続く括

弧内には郡市名を示し，時には島の名や，数郡を含めた地方名を記す場合もある).

アカイキ長野(佐久)

アカキ 岩手(九戸)

アカジパ岩手(九戸)

アカハシカ 高知(高岡)

アカミズ熊本(下益城)

アカンボー 長野(下水内)

イツキ兵庫(播磨地方)

ウシナカセ静岡(駿河地方)

ウワミズ石川

Jすオアメフリ 佐賀(藤津)

オンナミツビクャ 岩手(気仙)

カギコシパ秋田(北秋田)
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カギサマノキ 栃木(芳賀)

カギシバ秋田(北秋田，山本，由利)

カギノキ 秋田(北秋田，仙北，由利)

カギッコ 青森(上北)，秋田(鹿角)

カギッピキ茨城

カギフカケ秋田(山本)

カギンコノキ新潟(刈澗)

カグッコ 長野(上水内)

カゲパリ 青森 (津軽地方)

カゲビキ 秋田(鹿角，由利)

カゲピコ秋田(由利)

カサミズキ 岡山(備中地方)
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カラカサミズキ 鳥取(気高，東伯)

カンコノキ 青森 (上北)

クサミズ茨城

クルマハシカ 高知

クルマパシカ 三重，和歌山

クルマミズキ 滋賀，三重，和歌山，鳥取

(伯替地方)， 高知 (幡多，土佐)，徳島 (海

部， 美馬)， 愛媛(新居)

クロミズキ滋賀

シラキ，高知(安芸)

シロキ高知(香美，安芸)

第 1図 ミツギの方言分布図 (1)

黒くぬりつぶした区域は〆シゴ‘ギ，〆ンプノキ，

〆νコ、、ボク， 黒点でうめた区域ば〆シゴ、、の分布

を示す
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スモートザノキ 新潟(刈羽)

ダンゴ 岩手(気仙)，宮城 (名取)

ダンゴギ山形(飽海〉鶴岡，西田川，最

上，北村山)， 幅島(信夫，伊達)

ダンゴヌキ 山形(北山村)

ダンゴノキ 青森(中津軽)，岩手 (釜石，

西・東磐井，岩手，下・上閉伊)， 山形(飽

海，西閏J1/，最上，東 ・西・南 ・北村山，

東・西置賜，米沢)，宮城 (宮城，名取，柴

田，伊具，刈田， 互理)，幅島 (踊島，南

会津)，新潟(刈羽)，茨城，長野(下水内〉

第 2図 ミ1グキの方言分布図 (2)

黒色区境はカギッ コ，積線区域はカギシパ，縦

線区告書はカギJキ，縦償線区域ば両者の共存を

示す
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ダンゴポク 青森(上北)

トリアシ静岡

ナシナラシギ 山形 (鶴岡)

ネズラ 石川

ノバシカ 高知(安芸，幡多)

ハナノキ 幅島(南会津)

ハシカ高知 (高岡)

ハジカギ高知(高岡)

ハシカノキ滋賀

ホンミズキ 鳥取(気高)

マイダマノキ 青森(上北)，新潟{刈羽)

マユタマノキ岩手，宮抜 。(本吉)

ミジ乞ザ岩手(気仙)，宮城(本吉)

ミズカス 島根(隠岐)

ミズクサ岩手 (気仙)， 宮城 (伊具，柴田)

幅島(信夫，安達)，新潟(刈羽)，千葉 (君

津，夷隅)，東京(大島，八丈島)，埼玉，

神奈川，静岡 (足柄，伊豆地方)，山梨，

長野(下高井)

ミズシ 大分(大野，直入，蓮見，西・北

海郡，宇佐，下毛，玖珠)，幅岡(八女)，

佐賀(小城)，熊本 (球磨，下養妓，鹿本，

菊池，八代)，宮崎(宮崎，西・北諸懸，

見湯，東臼杵，南那珂)，鹿児島 (肝属)

.ミツチ 鹿児島 (出水)

ミズツキ埼玉，山梨

ミツツシ 鹿児島(jJI内地方)

ミズノキ岩手 (東磐井)，宮城(伊具， 柴

閏，刈田)，福島虫茨城，石川，幅弁

ミズノパシカ 高知(幡多)

ミズパシカ 三重，和歌山(紀伊地方)，高

知(香美，長岡，土佐，幡多，安芸)，愛

媛 (上浮穴)

ミズプキ静岡(遠江地方)

ミズフザ岩手 (東磐井)，宮城(本吉)

ミスブザ岩手(気仙)，群馬 (利根)，長野，

静岡、

ミズユス 長崎(上・下懸)

ミロタ秋田 (仙北)

ミンズキ 山形(東・ 西田川)

メエダマノキ 宮城(本吉)， 長野(佐久)

メ7ダマノキ 青森 (北津軽，上北)，宮城

毛チシパ岩手(九戸)

リュージンヤナギ 和歌山(日高，西牟婁)

以上拾い集めたiO通の方言の中で，東北地方に通用するのは31通あり，その中で25遇は

東北地方特有のもので， 全体の35.7?昔話.を占めるから，可成の特有性を有する ものと見倣

すこ とが出来る.

(2) ヤマボージ (0抑制~ylon japonic:J， NAKAI)の方言

ヤマボーシは我が国の山地に生十る落葉喬木で， ミズキと近綾の種でるるが 4枚の花

暢扶を呈する大形白色白総萄片を生やるので，花時は中k美しい木である.近来北米原産

のア メリカヤマボーシ(ハナミズキ)を庭園樹として職入したが，本種も とれに負けない園

芸償値があると思われる.

東北地方では一般にヤマグワ(山桑)又はその託ったヤマカ，ヤマガ，ヤマガン，ヤマゴ

ワ等が貫く分布している(第3図参照).

ヤマボーシの古い学名 (CornusK0usa HANCE.)の Kousaは箱根附近の方言クサに基く

ものとされているがペクサは決して草の意では主主しその語源は不明である.樹木の方言.

でクザ:と称するものはとればかりでは友く，例えぼ ミズキの方言にミズクサ，ネムノ キの

方言にネムタグサやネムリ グサがある.

山形燃の置賜地方ではミヅキよりもヤマボーシが多く産し，圏予木としてもヤマボーシ

を使うので，他地方ではミズキの方言であるダンゴキがヤマボーシの方言となつでいる.

ヤ7 ボーシの方言として筆者が今日まで集録し得たものは失の通である.

*沢困武太郎 Komaノ瀞(積物研究雑誌 5:26-28， 1928)・
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-ィッキ新潟(刈羽)， 富山，石11r，稲井，

岐阜，和歌山，三重，兵庫 (但馬地方)，

鳥取，高知(土佐，長岡)，愛媛(新居)

イツギ岡山

イッツキ 石Jfr (加賀地方)

インシロ 佐賀(藤津)

ウツキ 岡山(備中地方)， 贋島，鳥取 (日

野)

ウツギ岡山，鳥取 l歪:懸下)

ウツキボーシ 鹿島

オツキノミ 庚島(佐伯)

オッチボー 庚島 (山鯨)

クロガネモドキ 愛媛 (上浮穴)

サルナメシ埼玉 白

ジゾーガシ 長崎(上鯨，下牒)

セツパナ 静岡

ソパギ 高知(土佐)

グカチ長崎 (上!懸，下鯨)

タカツエ 長崎 (上鯨，下牒)

ダンゴギ山形(西置賜)

'オツキ 島根(出雲地方)， 鳥取(杢:賠下) トリノアシ 静岡，三重(紀伊地方)， 大阪

(揖津地方)，兵庫，和歌山(紀伊地方)

エオオガシ 高知(長岡)

ヒャクジッカ 静岡

モチシパ 愛媛 (宇摩)

ヤマカ 岩手(上閉伊)

ヤマガ 青森 (東 ・南津軽， と北，下北，

三戸)，f1i回 (北・南秋田， 河辺)，岩手(気

仙，胆沢，jL戸，釜石，紫波， 二戸， 稗

貫)，山形 (東国Jf [) 

ヤマカジ 宮城(宮城)

ヤマガメキ 青森 (上北)

ヤマガン 岩手 (江刺， 胆沢，東・西磐井)，

宮城 (玉造，栗原，本吉)

ヤマタワ 岩手 (上閉伊)，宮城 (名取，宮

城，栗原)， 新潟(刈沼)

ヤマグワ 青森(東 ・南津軽)，岩手 (稗貫，

紫波)， 宮城(宮城，柴田，伊具，刈田，

カ日美，黒Jf[)，秋田(北・南秋田，仙北)，

山形 (最上)，茨城，紳奈川r，静岡

ヤマクヮシ 新潟

ヤマゴ 岩手(気仙)，山形〈西田川)

ヤマゴワ 山形 (東田II[)

ヤマツカ 千葉、(夷隅)，埼玉

ヤマツカワ 山梨，静岡 〈伊豆地方)

ヤマモモ 庚島 (佐伯)，愛媛(上浮穴，新

居)， 高知 (土佐)
第 3図 ーヤマボーシの方言分布図

黒色区域はヤマカ，ャマガ，ヤマグワ，横線区域 ヤマンガン 岩手(紫波)

はヤマガン.縦線区主主はヤマゴの分布を示す ヤマングヲ 躍島(信夫，ー伊達)

上記の37通の方言の中で， 東北地方に通用するのが12通，その中には他地方と共通のもの・
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東北地方の樹木方言(第 1報)一一佐藤 2t 

が 2通で， 10通 (27%) が東北地方だけにしか見られたいものである.

(3) タロ号ジ (Lindera 側~bellata THUNB.) と

オーバクロモジ (L.memb1・anace1， MAXIM.)の方言

グロモジは北海道の南端から九州まで分布するので，その方言も多数ある.またオーパ

クロモジも大体似た分布を示し，実際には両者が混同されているからー一緒にして取扱う

ととにした.

クロモジの葉には黒文字油と呼ばれる芳香性の油があり，伊豆牟島を主として各地で油

をとっているが，との芳香油に関する方言としてはアブラギだとかショーノーノキがある.

また菓子用の大形皮付揚子が屡々とり木から作られるので， ヨージノキとかヨジキの方言

もある.東北地方で最も普通的危方言はトリキ叉はそれに関連したトリキシパ， トリコシ

パ， トリシパ， トリコノキ， トリノキ等である(第4，5図参照).その語源に就いては十介

納得の行くものがたνiが，種k の紳事:や狩猟に関係がある様に曹、われるヌ

トリキ系統の方言にヨえいではモンジャ系統が贋く全国的に公布し7亡いる.語源は明瞭で

たいが，古くはクロモジのモジをモンジャと云つだらしいが，呆:してこφモジが文字の意

かt:うか疑問で、liElる・現在では、クロモジは黒文字の意で，樹皮正に出来る黒斑を文字に見

たてたものだと一般に推定されているが，地衣類のモジゴケの撲に明瞭な形のものならば

いざ知らす-;.::，多少無理がある様に思われる.モンジヤの語源をさぐっ'，7とら何か得る所が遣う

るかも知れ社ぃ.宮城鯨にはモージヤノキ(亡者の木)と云う愛った方言がある.

クロモジ及びオーバクロモジの方言ーを列記すると女の遇bでるる・ 1 

アブラギ 高知J土佐，香美，長岡，安芸) ージシャ 、長野(東筑摩}

オガタマ和歌山〈那智山) ジョーノ -J.キ 山形(飽海)

クマヤナギ 、宮城(刈田) ショーガキ 熊本 l球磨)

クロジシャ 新潟(南蒲原r~ ; 
クロトモeギ 噌高知(土佐)

クロ奇ジ h 愛媛(，上浮穴)

クロモミy 長野(下水内)

クロモンジ 山形(東・西田川)，新潟，埼

玉(秩蛍)，山梨(南都尚l，ー静岡(小笠，

駿東);"1岐阜J吉披，拝斐)
クロモンジャ 時新潟(佐渡)，静岡，高知(長

岡，安芸，.:f:佐)，愛援(上浮穴j

クロモンジュ 高知 (1揺多，安芸，高岡，

長岡)

クロモンジョ ふ高知"(安芸，土佐)i愛媛(字

摩) 号

クロモンジョー 新潟(土樽山の家附近)

クロモンゾー 山梨(西八代)

コージパナ埼玉(秩父)

トリキ青森(三戸)，秋田(北 ・南秋田，

鹿角)，岩手(岩手，九戸，稗貫，紫波，

和賀，江刺レ宮城(名取，刈田，玉造，

カ日美，黒;f1，宮城，柴回，栗原)，山形(東・

西田川3 北村山，車置賜)，新潟(岩般，

北・東蒲原，北魚沼)

卜リキジパ 青森 L南・北津軽，九五北.下
北，三戸)，秋田t鹿角，北・南秋田，河辺，

仙北，由利)，岩手 (岩=，f，気仙)ι宮城(名

取)

トリコジパ青森 (津軽地方)，秋田(北・

南秋田，山本)，岩手，宮城

トリコノキ岩手、(下閉伊，二戸)

トリジパ青森 l上北，下北，九戸，西津

軽)，岩手(下・上閉伊p 釜石，紫波，稗

貫，気仙)

*柳田昌男:知りたいと思うこと二三，クロモジと云う木のこと(民間停承 15:ラ19-529，1951)・

森谷周野:トリキと神の木(悶ヒ 16: 6-9，1952) 
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トリノキ 岩手(二戸L山形 (西置賜)

トリ ハゴノキ 鳥取

ハシギ宮城(宮城)

ハトリキ 宮城(本吉)

フクギ 鳥取(因幡地方)，島根(隠岐島)，

岡山(小田)

，ボージヤj キ宮城(本吉)

マンクサ群馬(勢多)

毛ジノキ 宮城(刈田， 柴田)

モチギノキ 鳥取

モチパナギ兵庫

第 4図 クロモジの方言分布図(1)

黒色区域ば トリキ.右翼線l丞域ばトリキシバ，縦
線区域l主トリシパ，黒点!三域iまハトリギの分布
を示す

モンシャ 山梨(南・北都尚)

'もンジヤ 秋田(河辺)，岩手(東磐井，気

仙)， 宮城 (本吉，宮城， 牡鹿，伊具)，幅

島(田村)，新潟(佐渡)，群馬(勢多)
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モンシャノキ 山梨(富士)

毛ンジヤノキ 岩手(気仙)，宮城 (宮城，

本吉)，幅島(田村)，群馬(勢多)

毛ンチヤ 宮城(仙台)

ヨジキ 岩手 (二戸，岩手)

ヨージノキ岩手(上閉伊)，長野(北安曇，

佐久)

第ラ図 グロモジの方言分布図 (2)

黒色区域はモンジャ叉はモンジャノキ，積線区

域It.ヨジキ叉l士ヨージノキ，黒点区域はショー

ノーノ キ及びモチノキの分布を示す.
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東北地方の樹木方言(第1報トー佐藤

上記の全国の方言39通の中で東北地方に通用す:るもりは18通で，その中の口通(全体の、

33.3%強)が東北地方に特有友ものである.

(4) ネムノキ (AlbizziaJulib巾sinDURAZ. var.明'peのosaKOIDZ.)の方言

ネムノキは我が関の山野に普通に生ヂる落葉喬木で，との属のものは東亜の南方諸地域

では有用材を提供するが，我が毘I'Lg主ナるものはうたした利用慣値は無い.然しその小葉が

夜間閉じるととは一般に注目され，睡眠に関連した方言は全国に買《行われている.

眠りに関する方言にヨたいで虞く行きわたっているのは，との木の漢名である合歓木から

起った方言である.合歓木の字音から靴って，コーカンボク，コ{カンボ，コーカン，コ

ーカ，コーケ又カアカアと色~f.主方言が出ているが，何れも同系語と認める ととができよ

ろ. 7とど此処に問題になるのは，新潟}醸の一部から山形燃庄内地方に康く分布している 2

ーゴ叉はコーゴノキの語源である.一般には抹‘

香を作る木と云う意味と信じられているが， 果

してそうであろうか.コーノキとかマ y コー，

マツコーノキと云う方言は明に抹香を作る木の

意であるが， 指小辞(dimiputive)以外には殆ん

ど語尾にコを附加する習慣のない庄内方言では

コーゴの成立する意味が明瞭でたい.日本語で

は母音のやれは極めて普通の現象の様であるか

ら， Ko-ka-nから Kふkeや Kδ-koが生れ，

濁音化して Ko-goになる変化は さして不自然

主主 ζ とではたい.更に面白いととは， 偶然の一

致かも知れないが，台湾の高雄介|や台東曜のバ

イワン挨もネムノキをコ ーコと呼んでいると云

うととであるヌ

東北地方む方言を深く研究された，東北大学

の小林好百教授は，方言地理学的に見て，山形

牒の庄内地方だけは同!臨下の他の諸地方から切

離して，北奥方言区に編入すべきであるとして

居られるが

の設は正しνい、様に思われる. Ii!Pち山形l採の日本

海沿岸の庄内地方では，コーゴ系統の方言が圧

倒的に通用しているにも拘らす、内陸の最上・

村山・置賜の諸地方にはとの種の方言は全く見

られすろ専らネム系統の方言が使われている.

そして抹香を作る木と云う意味のマツコノキ又

はマツコヌキと云う方言が，夫k最上地方と村

山地方とに僅にあり，置賜地方にはコーノキが

*佐々木舜ー:台湾主要樹木方言集 (1933)P・89

料小林好日:東北六燃の方言の言語地理学的研究

(1941)及び東北の方言 (三省堂.1944)
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第6図 ネムノキの方言分布図

黒色区域はマヅコー，マツコーノキ，マ ョコ
ーヌキ， 横線区域はコーカンボグ叉はコーカ
ンボ，縦線区域iiヂ、プクパナ叉はヂプクサイ

カチの分布を示:j-.
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見られるだけである.たど此処で注意し怠ければならないことは，コーゴ系統の方言が，

山形牒む庄内地方と新潟懸の一部にあるだけで，他の区域に全く見られないととわ置賜

地方の方言コーノキが，庄内地方にも稀Iとあるととである.更に面白いことに庄内地方の

南部にコ ーゴ系統とネム系統とをつきまぜたネムリコーケとネムリコーゴ又はネムリコッ

コがあることで，簡車に分布区域を確然と定められないととを示している.

秋田鯨特有の方言で，ジゴクサイカチ，ジゴクパナ，ジンゴクマツゴーがあるが，何故

に地獄と関連させたものであろうか.秋田方言では，この他にも地獄を接頭語としたもの

があり，例えは、サルトリイバラをジゴクイパラ或はジゴクパラと呼び， トグダミをジゴク

ソパと云うが，この方は痛い刺があったわ悪臭があったりして人に嫌われる理由が明瞭

である. ネムノキに関する日本各地の方言を列記すると女の様友ものがある.. 

第 7図 山形燃に於けるネムノキの方言分布図

黒色区域ばコープ叉ばコーゴ、ノキ，黒点区域ば

コーノキ， j;貰椋区域l士マヅコーノキ叉はマツコ

ーヌギ，縦横線区域l主ネムリコーゴの分布を示

す

イボノキ岩手(岩手)

ウシゴメ 岡山(小田)

ウシノコメ 岡山(備前・備中地方)，島根

(隠岐)

ウシヤッコ 岡山{備前北部)

234 

オコノキ長野(下水内)

カアカア 兵庫(但馬地方)，鳥取(因幡地

方)，島根(石見地方)

カアカノキ 島根(簸}I[)，鳥取(全豚下)

カカノキ 島根(出雲地方，隠岐)

ゴ{カ 新潟，埼玉(熊谷附近)，静岡，滋

賀，兵庫，大阪，岡山， 1買島，鳥取，愛

媛(宇摩)，徳島(海部).高知(高岡，幡

多，長岡，安芸)

コーカイ 岡山，賢島，山口，幅岡

コーカイギ 鳥取，岡山，鹿島

コ{カギ愛媛(宇摩，温泉，上浮穴1，徳

島(美馬)，高知(幡多，高岡，土佐，香

美，安芸，長岡)

コ四カノキ宮城 (宮城)，新潟(佐渡)，福

井，三重，和歌山，岡山幅岡，佐賀，

長崎，大分，宮崎，鹿児島(鹿屋地方)

コ{カン 愛援(東・南設地方)，熊本(下

益城)

コーカンボ幅島(石城)，茨城(猿島，員

壁，久慈，那珂，西茨城)

コーカンボク 岩手(稗貫，胆沢，気仙)，

宮城(本吉)，茨城(多賀)，静岡(駿河・

遠江地方)

コーケ長崎(萱岐)

コーケン 長崎(上牒j下牒)

コゴ(叉はコーゴ) 山形(飽海，鶴岡，東・

西田川)，新潟(西蒲原)

ココーノキ新潟

コゴ(又はコーゴ)ノキ 山形(飽海，鶴岡，

， . 
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東北地方の樹木方言(第1報)一一佐藤白

東 ・西田川)ー

ヨーノキ 山形(西置賜，飽海，西国JI [) 

コカ 長崎(北高来，西彼杵〕，宮崎〔西諸

鯨，宮崎)，鹿児島(肝属，姶良)

コグ 山形(西田川).との地方の童唄に“コ

ーゴ，コーゴ，眠れ， 眠らねど，と ぐぞ"

と云うのがある.

コクワ 宮崎 f西 '北諸鯨)，鹿児島(肝属)

コクワノキ .鹿児島 (姶良)

センダン 岩手 (胆沢，江刺l'

ジゴタサイカチ秋田(北秋田，仙北}

ジゴクパナ 秋田(南秋田)

ジンゴクマツコー秋田(南秋田)

トコロテ ンバナ 新潟 (佐渡)

ネプ静岡，富山，石]11， 福井，岐阜 (飛

弾地方)，三重，和歌山(周辺地方)，.山口

ネブキ山形(最上)

ネブタ 山形 (西置賜)

ネブタ 秋田(北秋田)，岩手(胆沢，江東日)

山形(東田川，西置賜)，千葉(長生，夷

隅，安房)，茨城(筑波)，紳奈川1(津久井)

高知(高岡，安芸)

ネブタギ 秋田(北秋田)，山形(北村山，

西置賜)，宮城{栗原，宮城)，;高知 l幡多，

土佐，安芸)，愛媛(字摩}

ネブタゴヌキ 山形(北村山)

ネブタノキ秋田 l山本，仙北， 鹿角)，岩

手(二戸，胆沢，気仙)，山形(東・西置。

賜〉 宮城(柴田)

‘ネプタノギ 山形(東:・ 西置賜)，宮城(本

吉， カ日美，黒I![)

ネブタンゴヌキ 山形(北村山)

ネブッ タ 埼玉(秩父).七夕の時に竹とー

方)，岡山

ネブリギ青森(東津軽，下北)，静岡(駿

河)，三重，和歌山，贋島，岡山，島根，

愛媛，高知情岡)，大分，長崎，熊本

ネプ リゴ 香川1t稜歌)， 愛媛 (南T象地方)

ネブリコッコ 山形(西田川郡幅栄村}.

ネブリチャ 高知 l幡多)
ネブ リノキ 静岡(伊豆地方)，岐阜{北飛

弾地方)，庚島(安芸}，山口(周防}

ネムイノツ 鹿児島(姶良)

ネムコカノキ 宮崎(西諸鯨)

ネムタ岩手 (胆沢，東磐井}， .宮城(加美，

柴田，伊具， 黒111，刈田，亙理j，群侍，

茨城，静岡(駿河地方).' 

ネムタギ 山形 (北・西村山，西置賜)， 英

城，愛媛(中致地方)， 高知(幡多，土佐，

安芸)

ネムタグサ 山形(北 ・西村山)

ネムタヌキ 山形(北 ・南村山)，宮城(本

吉)，幅島(田村)

ネムタノキ 岩手 (胆沢)，山形 (西村山，

東 ・西置賜)，宮城 (本吉，刈田，柴田，

伊具)，幅島(伊達，信夫，田村)，茨城

ネムタンギ山形(西村山)

ネムッタ 茨城 {秀日可)

ネムツタノキ茨城(久慈，那珂)

ネムリ 宮城 (柴田}，茨城 (真壁}，静岡(駿

河・遠江地方)，岐阜(飛弾地方)，貰島

ネムリギ 山形(東・西田川，新庄，北村

山， 西置賜)，幅島(安達)，茨城(鹿島，

東茨城)，島根(石見地方j

ネムリグザ 宮城(柴田，本吉};茨城(西

茨城，鹿島英壁，筑波)

緒に立て，翌早朝にそD一葉を取って眼 ネムリコ 山形 (東田川)，寅島 ・

をなでると眼病にか Lらぬと云う.

ネプチャ 高知 (幡多，高岡，安芸)

ネブノキ 青森(津軽地方，三戸)，岩手(九

戸)，秋田(南秋田)良 山形(最上，新庄)，

6静岡(伊豆地方)，長野，間井，高知ー

ネブリ 山形(簡海)，静岡(伊豆・駿河地 ，
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ネムリコーケ 山形(西国)I[)

ネムリコーゴ 山形(西田川}

ネA リコカ 宮崎(宮崎，南 ・北詰牒)， 鹿

児島(鴫燃)

ネムリコッヨ 山形 L西田JI[)
ネムリッチョ 山形(飽海}

.一一ーーーーーーー-ー，
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ネムリノキ秋田(由利)，山形(酒田，最

上，南・北村山，西・南置賜)，宮城(柴田)，

幅島(幅島)，茨城(猿島，鹿島，筑波，那

珂，目立)， 静岡(遠江地方)，長野(下水

内)，岐阜(飛弾地方)，京都(丹波地方)，

兵庫(丹波地方)，和歌山 (東牟婁)，島根

ネムリパナ 山形(最上，新庄，北村山)

ネムリンギ山形(北村山)

ネムリンコ 幅島(石城)

ネムJJ...ギ 宮城(登米)

ネムレ 山形(飽海，酒田)，茨城(真壁)

ネムレネムレ 山形(北村山)，宮城(柴田)

ネムレノキ 宮城(柴田)，茨城(真壁)

ネモッグノキ 茨城(久慈)

ネンゴノキ 青森(下北)

ネンズ三重(伊勢南部)

ネンタノキ 宮城(刈田，伊具)

ネンネコノキ 静岡(駿河地方)，長崎(南

高来)，佐賀

ネンネコンポノキ 幅岡(八女)

ネンプ静岡(遠江地方)，兵庫(播麿)

ネンプタ秋田(平鹿)、

ネンブリ 静岡，滋賀，三重，奈良，岡山

ネンブリキ青森(三戸)

ネンプリノキ 静岡(駿河・遠江地方)

ネンブル静岡(駿河地方)

ネンボノキ 青森(西 ・北津軽)

ネンムリ 山形(酒田)，静岡(駿河地方)，

三重(伊賀地方)

ネンムリ方、ツザ宮城(蓮田)

ヒグ、ラシ 幅井，呑)11 (香川，大)III 

ホーカンパ茨城 (員:壁，筑波)

マツコ 山形(最上)，宮城(名取)

マツコノキ秋田(北秋田，由利)，山形(最

上，新庄)， 宮城(力日美， 黒川)

マツコヌギ 山形(北村山)

ヨオヨオネブリ 岡山(岡山)

ヨネブリ 愛媛{宇摩)

上に挙げた様に，ネム'ノキの方言は全国で98遇もあるが，東北地方にも56通が流通し，

その中の36通(全体の36.7%強)が東北地方の特有で、ある

(5) タエウツギ (Weigela.hOTtensis C. A. MEYER.)の方言

タニウツギは庚く山野I'L.自生し， 美しい花を院かせる白で一般に注目される木である.

その方言としては，ガザ又はガンザを語幹とするものが多く Jゲザキ，カサごノキ，ガンザ

ギ，ガンザノキ，ガザパ等が康く東北地方に流通している.ザが託ってジャにたり，ガジ

ャ又はガンジャと轄託する例は，東北地方では普通に見られるととである.

さてガザの語掠に就いては未だ納得のゆく解釈がついていない.村井貞固氏は [ー剰反粗

くガサツの観あるにより]とされ，また秋田燃の植物方言を調査された古家儀八郎氏は，

カンザシの様に花が咲くためでは主主かろうかと語られた.

他の植物に就いても屡k ある様に，タニウツギにもその開花期に関連した方言がいくつ

かある.例えば苗代を作って畦に泥をぬる頃に花が喚くと云うのでアゼヌリバナ，鮪が盛

にとれる頃に喚 くと云うのでイワシパナ，田植の頃に喚くと云うのでタウエパナ等があり，

との種の方言は生物季節を示す貴重注資料とたる.

タニウツギには 1種のダニが沢山たかっているととがよくあるが，それにちなんだ方言

が山形懸の内陸方面に4':>る.ダェパナ，スダネ，スダネヌキ，スダレがそれで，スダネは

グ=の方言であてる.

グエウツギの髄は軟く白色均質で大きいので，突き出して乾燥して植物実験に使うピス

に利用される.従って堅い軸が無いと云う意味のジクナシ，ズクナシ，ズクナシウツギ，

ズクナシバナ等の方言が生じた.東北弁ではチとツ，ジとズの混同は日常茶飯事であるか

ら， 軸無しがズクナシになるのは当然で、あろう.
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イワシパナと云ろ方言から導かれて生れた習慣かどうか分らたいが，グニウツギを生臭

いと云って備前に具えるととを嫌ったり，カジバナと云ろ方言が示すように，この花を家

の中に持込むと火事になると云う俗信から，切角の美しい花を使わ注い地方がある.

タユウツギの方言としては突の様訟ものがある.

アゼヌりパナ 幅井(全廓下) ガンザ 青森(下北)，秩国(南秋田)，岩手

アカウツギ 青森 (下北)，岩手(二戸 岩手，稗貫)，山形(飽海，酒田，鶴岡，

アメフリパナ岩手(釜石) 東田川，北村山)

アズキパナ山形(東置賜) ガンザギ 山形(東国川，最上)

イワシパナ秋閏(卒鹿，仙北)，山形(酒 カンザシパナ山形 (酒田)

田)，新潟

ウツギ青森 (西津軽，よ北，下北)，山形

(最上，米沢，西 ・南置賜)，宮城 (本吉，

柴田，刈田，伊具)，幅島(田村)，新潟(佐

渡)，茨城 (鹿島，真壁，筑波)，長野

ウズラノキ 茨城(真壁，筑波)

ウノハナ新潟(刈澗j

ウマノハ茨城(真壁，筑波)

オンナウツギ長野(下水内)

カイコパナ 山形(西置賜)

カキパ山形 (西置賜)

カキンパ 山形(西置賜)

ガザ 青森 (南津軽、，秋田 (由利，河辺，

仙北，南秋田)，山形(飽海，酒田，鶴岡，

東 ・西田川，最上，西・南・北村山，西

置賜)，岩手(岩手，稗貫，胆沢)，宮城(名

取，柴田，刈田)，新潟(刈羽)

ガザキ秋田(鹿角)，岩手 (岩手)，山形(新

庄，最上，北村山)

ガザジパ青森(北津軽)，岩手(東磐井)

ガザノキ 山形 (北村山)，宮城 (宮城)

ガザパ 山形(北村山，西置賜)

カジパナ 山形(東国111)，新潟(刈沼)

ガジヤ 青森(中・ 西・南津軽)，秋田(鹿

角，北秋田)

ガジヤジパ 青森 .(津軽地方，上北，下北)，

秋田(北秋田)，岩手(紫波，岩手)

カテノキ新潟

ガジヤツパ 青森(三戸)

カラウツギ 青森(上北， 三戸)

カワラウツギ 山形(西置賜)，茨城(久慈)
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第8図 タニウYギの方言分布図

黒色区域lì ウ y ギ，黒点区域はち〆クナジ叉は'Y~‘

クナシパテ，横線区域はウツギの接頭語を示し

たもの (例えば下北宇島のアカのはアカウツギ

の意)，縦線区域はイワシパナの分布を示す

、
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ガンザノキ&秋田(山本)

ガンザノハナ 山形(飴海)

ガンジヤ 青森(東 ・西津軽)

ガンジヤジパ青森(下北， 西 ・北津軽)，

秋田 (北秋田)

ジクナシ 岩手(稗貫)，山形{西国J11) 

ジクナジポナ 山形 (西国JI[) 

シャボングサ新潟

ズクナシ 岩手 (稗貫，紫波);幅島〈信夫，

伊達)，新潟(西蒲原)

ズクナシウツギ 」岩手(紫波)

ゾーッパ新潟(刈羽)

タウエバナ 新潟(刈羽)，鳥取(日野)

ダ二パナ山形 (最上)

デマルコ 高知(幡多)

ドーノスネ 幅島(信夫，伊達)，新潟(刈羽)

ドーッパ新潟

ドマヌギ 山形(北村山)

ハナウツギ新潟(佐渡)

ベ三ウツギ 山形(飽海，北村山，西置賜)，

幅島 (~福島，石城)

ヘビパナ 山形 Uヒ村山)

，スタナジパナ 山形(鶴岡，東 ・西田川) ホネカラハサミ 山形(北ヰ寸山).火葬場で

スダネ 山形 (西置賜] 骨拾い使うためー

スダネヌキ 山形-{北・ 西村山) ヤマウツギ 岩手(和賀)

スダレ 山形 {北村山j ‘ ヤマガザ 山形(西田川)

ソートメツツp 徳島(美馬) ローッパ 新潟(刈羽)

上に記した通り".全国で50通の方言の中で，東北地方に通用するのは41通もあり， しか

もその中の34通 (全体の60.7μ強)が東北地方の特有と云う高い比率を示している

(6) サワグルミ (PteTOcaryα?'h的声J切 8IEB.et Zucc.)の方言

我が国の山地む水辺に生やるサワ夕、、ルミも，東北地方では下駄材其の他として一般に利

用される樹種である

東北地方で通用す忍サワグルミの方言は官会り多くはたいが，極めて変ったもりがるる.

それはャシ (ヤシノキ)叉はヤス"(ヤスノキ)で，裏日本では山形懸の内陸地方から秋田懸全

体に分布し， 表日本では宮城牒下に少しあるばかりで，岩手懸下で慶く分布し， 青森懸で

は杢牒的に流通している様である.とれに反して，本州でやや買い分布を示す方言のヤマ

ギリは，東北地方では僅に岩手懸の一部と山形燃の庄内地方と幅島県系 下に少し見られるだ

けである.

此処にも山形訴の方言分布区域を内陸地方と庄内地方とに区分する例証が見られる.町

地方ではサち庄内ワグルミと云う正しい和名は殆んど行われ十，一般にヤマギリが通用し

ているのに，内陸地方では最上地区にヤスが，村山・ 置賜地区にヤシが通用している.

庄内地方の植物方言は同じ山形燃の内陸地方よりはむしろ新潟牒により密接な共通性を

示している例があるが，サワグルミの方言については殆んどそり傾向が見られないのは注

目すべき例である.

サワグルミの方言を全国的に拾って見ると衣の様主主ものがある.

カダルミ 岩手 (上閉伊，和賀)，山形 (飽 田J，岩手(九戸， 稗貫，和賀，胆沢，、下・

海，北村山) 上閉伊，気仙，西磐井)，山形(飽海，最

カワクルミ 山形(西置賜)，宮城(刈田，

栗原，玉造，本吉，名取，伊具)，長野{下

水内， 下高井)，新潟，鳥取(岩美)

カワグ)l，.ミ 青森(上北，下北)，秋田(北秋
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上，西・北村山， 米沢)，宮崎(本吉，カ日

美，黒川，宮城，名取，)稲島，群馬'..栃

木，埼玉，茨城，静岡， 鳥取〈岩美地方)，

島根(石見地方)
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2少.

カワクリ 富山(下新川)

カワコ 宮城 (柴困)

カワス 三重(南 ・北牟婁)， 和歌山 守

カワノブ 島根(隠岐)，高知(高岡)

クルミ 宮城(本吉，伊具，柴田，刈田)，

静岡，鳥取

グルミ 岡山，徳島(美馬)

グロンゴ長崎 (上鯨，下鯨)

コークル 新潟(刈羽)

コーグ Jレミ 新潟(佐渡)'，富山

ヨークルピ 岐阜(飛5草地方)
コーダ 鳥取(伯者地方)，島根(出雲地方)，

岡山

コグメ 長崎(南松浦)

コグルピ 岐阜(飛揖地方)

コグJレミ 石川1(加賀地方}，幅弁(越前地

方)，富山(越中地方)，岐阜 (飛弾地方)，

岡山

サワックルミ 新潟

サングノレミ 岐阜(飛弾地方)

シロキ 愛媛(新居)，高知(土佐)

シルミ 宮崎(児湯，宮崎，東杵)

グズ三重，和歌山

ノグJt.. ~ 山形(東置賜)，幅岡(早良)
ノブ兵庫，鳥取(因幡地方)，熊本(菊地)，

長崎(東彼杵)，高知(土佐，長岡，香美，.

高岡，吾)11，安芸，幡多)，愛媛(新居，

上浮穴P 宇摩)

ハノブ長崎(東彼杵)・

ホーグル ミ 岐阜(飛弾地方)

ボヤ 三重(紀伊地方)，和歌山(紀伊地方)

ホμ グル主 三重(杷伊地方)，和歌山

岩手(岩手，稗貫，紫波，和賀，西磐井，気

仙)，秋田(南秋田，仙北，河辺)，山形(最上)

ヤスノキ 青森(上北，下北.)，秋田(鹿角，

:lヒ秋田，仙北，山本).宮城 (宮城)

ヤマギリ 岩手(九戸，紫波，和賀)，山形

I飽海，東?西国jJ1，鶴岡).，W事島(稿島).

静岡(駿河地方)，1岐阜(美濃地方)，鳥取

(因幡地方).島根(石見地方)

ヤマグ)¥..ミ i 山形{東置賜)

第9図 サワグルミの方言分布図

ヤジ 脅森(津軽地方，上北，下北)，岩手

(稗貫，和賀，上閉伊，九戸)，秋田(南・

北秋田，本山);山形(北村山，西置賜)

ヤジノキ 青森‘(上北，北津軽)，秋田(南・ 横線区域l主ヤジ叉11:ヤ%ノキ，縦線区域l主ヤス
叉はヤスノキの分布を示し， ij~担保区域は 両者
の共存を意味する

北秋田，仙北，由利，山本)，岩手(二戸)

ヤス 青森(津軽地方，上北，下北，三戸)，

以上に示した様に，日本全国で総計34通の方言を拾い集めたが，その中で東北地方に通

用しているのが12遇，しかも東北地方の特有のものが僅に 7遁(全体の20・6%弱) と云う
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比率で， ミズキの 35.7μ，ヤマボーシの27%，クロモジの 33.3%，ネムノ キの 36.7%，タ

ニウツギの 60.7~るに比較する と著しく低い比率を示すととは，不思議な現象でるる 6
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Summary 

1) . The local names of seven species of trees such as Cornus contj'over綿 Hemsl.，

Cyno:r.ylon japonica NAKAI， Lindera m.embnmacea Max;im. and L. 1.mbellata Thunb.， Albizziα 

Julibri柑肌 Duraz.var. sper:iosx Koidz.， ，TVeigela hOTtel1sis C. A. M巴yer，.and Pterocarya 

jOhoifolia' Sieb. et Zucc. were enulllerated in this paper. 

2) The nUlllber of local nallles used in Tohoku-District and its specificity are 

shown in七befollowing table，. 

¥Local nallleS I m L ，1 T?tal I sp:c:ific I co~.~on 伽side
¥ I.Total 1 iu. to with Latin names ¥ I ，AVVu，.L I ~ ~V ぺ |
¥ 1 Tohoku 1 Tohoku 1 other distr. 1 Tohoku 

白rn:usCOJ1tro切 rsa 1 70 31. 25 れ 39
じ:yno:r.ylon.1αponiω I 37 ， 1:2 10 2 25 
Linder:l m，emomJ1J1Ce(l & L， 'umbe!lata 1 38 18 13 5 21 
AめizziaJulibrissiη 1  98 56 a6 ， 20 42 
W匂igelahor白川is I 56 41 34 7 15 
Pterocal'y日 γ九仰'foli日 1 83 9 6 3 ・ 24 
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